
　

　
こ
の
度
、
自
由
民
主
党
議
員
会
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
中

山
勝
二
で
す
。

　
ま
ず
も
っ
て
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
被
災
さ
れ
た
皆
様
方

に
対
し
ま
し
て
、
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し

て
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
多
く
の
家
屋
や
市
有
施
設
が
損
壊
し
ま
し
た
。
議
会

と
し
て
も
、
復
旧
に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
を
お
約

束
い
た
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
国
会
や
県
議
会
に
お
い
て
も
、
大
震
災
・
原
発
対
応
、

更
に
は
節
電
対
策
な
ど
で
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の

被
災
者
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
復
旧
に
対
す
る
取
り
組
み
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
の
出
来
事
は
、
危
機
管
理
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を
改
め
て
議
論
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
下
幸
之
助
翁
の
言
葉
に
、
「
治
に
居
て
乱
を
忘
れ
ず
（
居
安
思

危
）
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
太
平
の
と
き
で
も
、
乱
に
備
え

物
心
と
も
の
準
備
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
こ

そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
し
っ
か
り
と
日

本
の
将
来
を
見
据
え
た
議
論
を
し
て
、
国
民
に
信
頼
さ
れ
る
政
治
を

目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
方
議
会
に
は
、
「
議
会
改
革
」
と
い
う
大
き
な
風
が

吹
い
て
お
り
ま
す
。
全
国
的
に
見
れ
ば
、
大
阪
維
新
の
会
・
減
税
日

本
な
ど
の
地
域
政
党
が
、
多
く
の
支
持
を
得
て
、
首
長
や
地
方
議
員

と
な
り
、
様
々
な
評
価
は
あ
る
も
の
の
地
方
自
治
体
・
地
方
議
会
改

革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
史
上
最
低
の
41
・
27
％
で

し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
結
果
を
重
大
な
結
果
と
受
け
止
め
、
投
票
率

向
上
の
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

　
当
会
派
は
議
長
を
擁
す
る
市
議
会
の
最
大
会
派
と
し
て
、
責
任
を

持
っ
て
本
市
議
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
行
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
こ
の
「
夢
・
う
つ
の
み
や
」
で
、
わ
が

会
派
の
議
会
で
の
取
り
組
み
を
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



　
〈
要
望
書
〉

　
去
る
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方

を
中
心
に
未
曾
有
の
規
模
の
被

害
を
与
え
、
多
く
の
人
命
を
失

う
と
と
も
に
、
福
島
第
１
原
子

力
発
電
所
の
事
故
は
、
多
く
の

方
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
風
評
被
害
が
発

生
す
る
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た

る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
今
回
の

震
災
に
よ
り
、
１
万
棟
以
上
の

住
宅
や
店
舗
・
工
場
等
、
さ
ら
に

は
、
学
校
施
設
や
体
育
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
多
数
の
公
共
施

設
が
損
壊
す
る
な
ど
、
多
く
の

被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
者
等

へ
の
支
援
及
び
公
共
施
設
の
復

旧
等
に
つ
い
て
、
以
下
の
事
項

を
要
望
い
た
し
ま
す
。

①
見
舞
金
等
の
早
期
支
給

　
日
本
赤
十
字
社
等
か
ら
の
義

援
金
や
本
市
の
小
災
害
見
舞
金

に
つ
い
て
は
、
早
期
支
給
に
努

め
る
こ
と
。

②
住
宅
の
再
建
支
援

　
被
災
住
宅
の
改
築
・
改
修
に

対
す
る
利
子
補
給
制
度
な
ど
の

周
知
徹
底
を
図
り
、
住
宅
再
建

を
支
援
す
る
こ
と
。

①
公
共
施
設
の
早
期
復
旧

　
被
災
し
た
学
校
施
設
や
体
育

施
設
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施

設
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
復

旧
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
。

②
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
促
進

　
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
、
公

共
建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進
を

図
る
こ
と
。

　
災
害
に
対
す
る
融
資
制
度
の

周
知
徹
底
を
図
る
な
ど
、
農
・

商
・
工
業
者
の
早
期
の
復
旧
、

再
建
を
支
援
す
る
こ
と
。
ま
た
、

農
産
物
や
観
光
に
対
す
る
風
評

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
安
全

性
な
ど
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
。

①
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
検

出
状
況
を
注
視
し
、
環
境
対
策

に
万
全
を
期
す
こ
と
。

②
市
民
生
活
や
企
業
活
動
に
大

き
く
影
響
し
た
計
画
停
電
を
回

避
す
る
た
め
、
実
効
あ
る
節
電

対
策
を
行
う
こ
と
。

　
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
、
災

害
対
応
の
実
施
状
況
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
防
災

体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

①
市
民
生
活
の
復
旧
・
復
興
を

図
る
た
め
に
必
要
な
予
算
は
、

補
正
予
算
と
し
て
早
期
に
計
上

す
る
こ
と
。
な
お
、
国
か
ら
の

交
付
金
が
見
込
め
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
活
用
を
図

る
な
ど
財
源
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
。

②
現
下
の
状
況
を
鑑
み
、
復
旧
・

復
興
を
最
優
先
と
し
、
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
も
、
次
年
度
以
降
へ
の
先

送
り
が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
補
正
減
す
る
な
ど
し
て
、

事
業
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

　
震
災
に
よ
り
市
内
に
避
難
し

て
い
る
在
宅
避
難
者
や
県
外
の

被
災
自
治
体
へ
の
支
援
に
も
配

慮
す
る
こ
と
。

　
わ
が
会
派
は
、
会
長
と
三
役
（
幹
事
長
、
総
務
会
長
、
政
調
会

長
）
が
、
平
成
23
年
６
月
１
日
、
佐
藤
市
長
に
「
東
日
本
大
震
災
の

支
援
・
対
策
に
係
る
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

　
そ
の
際
、
佐
藤
市
長
と
「
被
災
者
等
へ
の
支
援
」
及
び
「
公
共
施
設

の
復
旧
」
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

①
市
と
し
て
、
震
災
後
最
大
限
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
こ
と

②
国
庫
支
出
金
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

③
財
源
の
確
保
の
た
め
、
事
業
の
見
直
し
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
市
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
わ
が
会
派
と
し
ま
し
て
は
、
６
月
の
一
般
質
問
や
常
任
委
員
会
な

ど
で
、
積
極
的
に
震
災
へ
の
支
援
・
対
応
を
取
り
あ
げ
、
引
き
続
き

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
要
望
書
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。



　市では、マヌカウ市（ニュージーランド）な

どと姉妹・文化友好都市関係を築き、さまざま

な分野で交流を深めてきました。

　しかし、東日本大震災による被災があること

などに配慮し、わが会派では、当面、これらの

友好交流事業については自粛してまいります。

　「『容器包装リサイクル法を改正し、発生

抑制と再使用を促進するための法律の制定を

求める意見書』の提出を求める陳情」が提出

されています。

陳 情 書

趣　　旨

　容器包装リサイクル法は、多くの課題を

抱えている。一日も早く持続可能な社会へ

転換するため、下記の事項について求める。

陳情事項

　『容器包装リサイクル法を改正し、発生

抑制と再使用を促進するための法律の制定

を求める意見書』を、国会及び関係行政庁

に提出すること。

1．消費者、事業者、市町村の役割分担を

見直し、分別収集・選別保管の費用を製

品価格に内部化すること。

2．リデュース（発生抑制）、リユース（再

利用）を促進するため、容器包装以外の

プラスチック製品のリサイクルを進める

ための新たな仕組みなどの様々な制度を

法制化する。

―
質
問
項
目
―

◆
震
災
関
連
に
つ
い
て

①
宇
都
宮
市
に
お
け
る
文
化
財

の
被
害
状
況
及
び
対
応
に
つ

い
て

②
石
綿
粉
塵
の
飛
散
状
況
に
つ

い
て

◆
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い

て
①
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て

②
出
店
補
助
事
業
に
つ
い
て

③
公
共
交
通
の
あ
り
方
と
街
中

の
デ
マ
ン
ド
交
通
整
備
に
つ

い
て

④
中
央
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て

⑤
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
効
率
的
な

運
営
に
つ
い
て

◆
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
◆
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
普
及

と
利
用
促
進
に
つ
い
て

―
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

・
震
災
に
よ
る
市
税
へ
の
影
響

に
つ
い
て

②
人
口
減
少
時
代
へ
の
対
応
に

つ
い
て

・
就
業
率
、
求
人
倍
率
の
向
上

に
つ
い
て

・
公
共
施
設
の
削
減
に
つ
い
て

③
行
政
改
革
に
つ
い
て

・
能
力
主
義
人
事
と
能
力
、
実

績
、
責
任
の
度
合
い
に
よ
る

給
与
体
系
に
つ
い
て

④
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
被
災
し
た
学
校
施
設
の
復
旧

に
つ
い
て

・
宇
都
宮
工
業
高
校
跡
地
問
題

に
つ
い
て

・
学
校
の
統
廃
合
と
通
学
区
域

に
つ
い
て

―
質
問
項
目
―

◆
地
方
分
権
型
社
会
と
今
後
の

宇
都
宮
の
市
政
運
営

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
充

◆
節
電
対
策
と
節
電
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
事
業

◆
大
型
映
像
装
置
を
活
用
し
た

賑
わ
い
創
出
事
業

�
設
置
場
所
と
活
用
方
法

◆
教
育
の
拡
充

①
地
域
学
校
園
を
活
用
し
た
教

育
の
充
実
に
つ
い
て

②
地
域
教
育
の
推
進
と
大
人
の

学
習
に
つ
い
て

③
教
科
書
選
定
に
つ
い
て

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

①
大
震
災
の
現
状
と
対
策
に
つ

い
て

②
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

へ
の
移
行

　
六
月
定
例
会
に
お
い
て
、
わ
が
会
派
か
ら
、
三

名
が
登
壇
し
ま
す
。

　
熊
本
和
夫
議
員
が
六
月
二
十
日
午
前
十
時
か
ら
、

櫻
井
啓
一
議
員
が
六
月
二
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
、

馬
上
剛
議
員
が
六
月
二
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
は
、
わ
れ
わ
れ
議
員
の
日
頃
の
議
会

活
動
の
主
義
主
張
の
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
議

場
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
傍
聴
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（抜粋）

　議会では、議会改革に取り組んでおります。

　わが会派は、議長を擁する最大会派として、責任ある改革を行ってま

いります。

　早急に、検討のための機関を議会に設置し、全会派と調整していきた

いと考えております。

　現在国においても、「地方自治法抜本改正の考え方」を検討しており

ます。「議会のあり方」や「長と議会の関係のあり方」などについて、

今後検討が加えられ、注意深く見ていくことも重要であります。

　わが会派では、議員定数・議員報酬、さらには「議会基本条例」の制

定を含め、積極的に開かれた議会を目指して取り組んでまいります。

　今後とも、広報紙などにおいて市民の皆様にお知らせしてまいります

ので、よろしくお願いいたします。



その他の議会関係人事

　5月20日に行われた宇都宮市議会臨時

会で、わが会派の金子和義議員が第68代

議長に選出されました。

■委員会■　　　　　　　　　　　（◎は委員長、○は副委員長）

常任委員会�（その所管に関する市の事務に関する調査を行い、議案、

陳情等を審査します。）

総　　務�（出納室、行政経営部、総合政策部及び理財部の所管に
属する事項、他の常任委員会の所管に属さない事項）

　　　　　　　◎櫻井啓一　　馬上　剛　　中山勝二

厚　　生�（自治振興部、市民生活部、保健福祉部及び子ども部の所管
に属する事項、他の常任委員会の所管に属さない事項）

　　　　　　　　増渕一基　　黒後　久　　金子和義

環境経済�（環境部、経済部及び農業委員会の所管に属する事項）

　　　　　　◎渡辺道仁　　篠　光男

建　　設�（検査室、建設部及び都市整備部の所管に属する事項）

　　　　　　　熊本和夫　　鎌倉三郎

文教消防水道　（教育委員会、消防本部及び上下水道局の所管に属
　　する事項）

　　　　　　○阿久津均　　小林紀夫

特別委員会�（議会の議決により特別に設置されます。）

　　　　　　今回はまだ設置されておりません。

議会運営委員会 （議会の運営に関する事項や議会の会議規則、委員

� 　　会に関する条例等に関する事項を調査します。）

　　　　◎小林紀夫　　阿久津均　　篠　光男

議員協議会 （必要に応じて、議長が議員全員を招集して会議を行い

�　　ます。）

各会派代表者会議 （会派間の意見の調整などを行います。）

　　　　　　金子和義（議長）　中山勝二（会派会長）

　　　　　　小林紀夫（議運委員長）

広報委員会 （市議会広報紙「あなたと市議会」を発行します。）

　　　　　◎熊本和夫　　櫻井啓一

■各種委員等■

　◆宇都宮市街地開発組合議会議員　黒後　久

　◆監査委員　　　　　　　　　　　阿久津均

■各種審議会等委員■（会派から推せん予定）

　◆表彰審査委員会　　　　　　　　篠　光男

　◆交通安全審議会　　　　　　　　増渕一基　　熊本和夫

　◆社会福祉審議会　　　　　　　　馬上　剛

　◆国民健康保険運営協議会　　　　中山勝二

　◆保健衛生審議会　　　　　　　　熊本和夫

　◆食育推進会議　　　　　　　　　渡辺道仁

　◆環境審議会　　　　　　　　　　増渕一基

　◆廃棄物減量等推進審議会　　　　小林紀夫

　◆農業振興対策審議会　　　　　　増渕一基

　◆水田農業推進協議会　　　　　　馬上　剛

　◆中央卸売市場運営協議会　　　　鎌倉三郎

　◆都市計画審議会　　　　　　　　櫻井啓一

　◆通学区域審議会　　　　　　　　阿久津均

　◆宇都宮の人づくりを考える会議　馬上　剛


